
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2 回 理事会  

日 時 平成 29 年 5 月 11 日 19：30～21：40 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、浦川純二、

山下潤一郎、賀村 肇、小柳傑、志岐浩二、大石勝規、 

監事：柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記：東 将洋、眞壁和子 

その他の出席：大場裕之、村山謙治（都道府県コーディネーター 導入研修会） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）NPTA 職務基準書の見直しについて 

3 月に実施された県医療政策課の口頭指導より本会の各規程について検分を行っている。表題の基準書
について平成 25 年度以降、見直しておらず現状との相違が散見されたことから今回修正案を提出し
た。修正点として事務局は庶務部：６)事務所の管理を追記。財務部：6)その他財務に関する事項(領収書
の作成・郵送)、7)法人が所有する機器、備品その他物品の整理・保管及び処分、8)会計監査の開催(中
間・定時監査)、以上 3 点の追記。厚生部：4)その他福利厚生に関する事項（慶弔電報発信）を追記。広
報部：マルチメディア部からの名称変更し、5)FAX 通信・メール通信を追記。学術局は教育部：理学療
法士の資質・育成に関する事項、臨床実習に関する事項を一部追記。事業局は福祉部を社会局に移行し
たため削除。社会局は事業局から福祉部が移行したため 3 福祉部 1)地域福祉の増進に関する事項を追
記。ブロック局は第 6 条をブロック担当理事は長崎地区、西彼・西海地区、県北地区、県央地区、島
原・雲仙地区、島嶼部(壱岐、対馬、上五島、下五島意)の 6 ブロックを統括するとう文言に修正。以上
について審議していただきたい。審議の結果、提案通り可決された。 

２）【協会指定管理者対象】「協会指定管理者ネットワーク拡大に向けた中央研修会」について 
都道府県で急性期、回復期、生活期の管理者ネットワークをつなげるシステムの構築をコーディネータ
ーとして推進できる人材の研修会が開催される為 NPTA から適任と思われる方の選定について理事会に
てご審議頂きたい。第 1 候補に中島龍星氏(長崎リハビリテーション病院)、第 2 候補に池田章子氏(重工
記念長崎病院)、第 3 候補に田中拓郎氏(貴田神経内科)とする。審議の結果、提案通り可決された。 

３）事務局用ノートパソコン購入(リース)について 
前回理事会(4 月開催)において購入検討を可決された事務局用 PC リース見積書の承認を頂きたい。審議
の結果、提案通り可決された。 

４）推進リーダー（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況」について 
e-ラーニングの免除申請が 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 

５）新入会員承認の件について 
入会 60 名 退会 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 

６）高校メディカルサポートについて 
今回 1 球場につき 3 試合の場合 4 人体制、2 試合の場合 2 人体制に統一。高校野球連盟に対し全試合対
応する為予算の計上と高野連の冊子に NPTA の名前を協賛として入れてもらえないか交渉したい。高校
野球連盟側にサッカーやラグビー等の他団体はどの程度の予算か提示し、前年度 NPTA からかかった予
算を報告する。また、サッカー協会から 1 人当たり 1 日 5～6000 円予算が出ていることも報告する。審
議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）平成 29 年度 定時総会資料（案）について 

敬称を「氏」へ統一する。数字の半角や全角を統一する。 
２）「協会指定管理者中央研修会（急性期・生活期）」参加報告について 

平成 29 年 2 月 25 日に生活期、同月 26 日に急性期の協会指定管理者中央研修会が（公社）日本理学療
法士協会 田町カンファレンスルームにて開催。急性期に古田弘二氏、生活期に小柳 傑氏が参加。生
活期の報告：都道府県士会で管理者リストを作成し協会指定管理者への登録後、急性期・回復期・生活
期・教育機関の 4 領域に振り分けそれぞれ活動する世話人を抽出し、協会主催の職域別協会指定管理者
中央研修会に参加した後、世話人による各都道府県士会へ登録した「管理者ネットワーク研修会」を開
催。指定管理者は各職場もしくはその市町村で会員に管理者ネットワーク研修や OJT を実施し協会職能
課の調査に協力、事例報告。 

３）長崎版地域包括ケアシステム構築に向けたロードマップの整理（依頼）長崎市より依頼 について 
長崎市地域包括ケアシステム推進室より依頼があり、内容については事前に三役に相談済で作業が伴う
ため、「組織運営検討委員会」で継続取り組むことの承認をお願いしたい。 

４）第 22 回長崎県国保地域医療学会に係るスケジュールについて 
H29.4.21 付けで、本会事務局へ長崎県国保診療施設協議会より標題に示すスケジュールが示された。 

５）都道府県コーディネーター 導入研修会の報告について 



JPTA として茨城方式を全国に広めたいが各地区で根付いている体操があるため新しく茨城方式及びシ
ルバー体操を行うというのは困難。7 月 9 日(日)に介護予防事業をするため一度事業部関係者で集まって
話し合い後 6 月の理事会にて内容を報告する。 

６）学術研修部 部長の変更について 
学術局学術研修部 野中政孝部長(姉川病院)から依願退任があり、新たに脇屋光宏氏(島原病院)が部長に
着任した。新旧引継ぎは 3 月 30 日野中氏・脇屋氏・中島氏同席の上実施済み。 

７）学術研修会 事業内容変更について 
第 1 回学術研修会期日：平成 29 年 11 月 12 日(日)を平成 29 年 10 月 21 日(土)PM～22 日(日)AM、会
場：大村氏コミュニティーセンターを未定(長崎地区予定)、内容：臨床で役立つ筋膜へのアプローチを
「基礎医学に基づく筋力安定性のアプローチ」or「痛みと運動療法」(講義・実技)、講師：竹井 仁氏
(首都大学東京)を勝浪省三氏(医療法人葵会ごきげんリハビリクリニック)へ変更。 

８）平成 29 年度『介護予防・健康増進キャンペーン』企画案の報告について 
平成 29 年 7 月 22 日（土）13：00～16：00、諫早アーケード内にて体力検査体験や相談コーナー、市民
公開講座「認知症について（仮）」を吉田大輔氏が行う。また体操のデモンストレーション（都道府県コ
ーディネーター）も行う。 

９）選挙管理委員の交代について 
選挙管理委員 吉田佳弘氏(日本赤十字社長崎原爆病院)の退任希望に伴い、川原洋一氏(西諌早病院)が
着任。 

１０）H28 年度事業監査報告について 
事業報告及びその付属明細書は、法令又は定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認める。
さらに理事の職務執行は、法令又は定款に従い、正しく行われていることを認める。計算書類及びその
付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示して
いるものと認める。 

 


